
妖精の翼を持つＴＳ転
生ウィッチが自由気侭

に大暴れ

ｎａｍａｋｏ：ＢＥＲＳＥＲＫＥＲ



【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
平
和
な
世
界
で
平
凡
な
男
が
亡
く
な
っ
て
、
女
体
化
、
ス
ト
ラ
イ
ク
ウ
ィ
ッ
チ
ー
ズ
の
世
界
へ
転
生

す
る
事
を
強
制
さ
れ
た
元
男
の
オ
リ
主
が
ネ
ウ
ロ
イ
や
悪
役
の
造
っ
た
敵
相
手
に
大
暴
れ
す
る
物
語
。
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第
一
話
　
転
生
者
、
妖
精
の
翼
を
持
っ
て
攻
撃
魔
女
の
世
界
へ
。

　　
地
球
の
日
本
国
、
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
赤
羽
根
に
平
凡
な
言
わ
れ
た
事
は
や
る
、
言
わ
れ
て
な
い
事

に
は
狼
狽
え
る
未
熟
な
土
工
作
業
員
が
居
た
。

　
ユ
ン
ボ
で
地
面
を
掘
削
中
に
、
足
下
の
土
が
崩
れ
て
、
落
下
し
た
拍
子
に
頭
を
打
ち
付
け
て
崩
れ
た

土
に
胸
ま
で
埋
ま
っ
て
ぐ
っ
た
り
意
識
も
無
く
頭
か
ら
出
血
し
て
い
た
。

　
人
を
呼
ん
で
、
救
出
を
試
み
る
。

　
意
識
が
無
い
者
を
引
き
上
げ
る
の
は
人
の
力
で
は
困
難
で
、
幸
い
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
の
フ
ッ
ク
が
埋

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
為
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
ユ
ン
ボ
の
先
を
伸
ば
し
、
フ
ッ
ク
を
要
救
出
者
の
近
く
で

止
め
た
。

　
呼
ん
だ
人
に
要
救
出
者
の
フ
ッ
ク
を
ユ
ン
ボ
の
フ
ッ
ク
に
掛
け
て
引
き
上
げ
た
。

　
引
き
上
げ
て
分
か
っ
た
事
が
埋
ま
っ
た
時
に
要
救
出
者
が
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
に
装
備
し
て
い
た
カ
ッ

タ
ー
ナ
イ
フ
が
飛
び
出
し
太
腿
に
刺
さ
っ
て
土
で
圧
迫
さ
れ
深
く
刺
さ
っ
て
い
た
。

　
す
ぐ
に
救
急
搬
送
さ
れ
た
が
、
素
人
目
に
も
生
存
が
絶
望
的
と
思
う
重
体
だ
と
見
て
取
れ
た
。

　
工
事
現
場
は
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
こ
で
働
い
て
い
た
作
業
員
の
鬱
憤
は
死
亡
し
た
土
工
作
業
員
に
向
か
っ
た
。
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◇
◆
◇

　「
ん
っ
」

　「
目
が
覚
め
ま
し
た
か
」

　「
え
え
。
ま
だ
ぼ
ぅ
っ
と
し
ま
す
が
。
そ
れ
で
此
処
は
?
」

　「
は
い
、
此
処
は
神
界
で
す
。

　
貴
方
は
地
面
を
掘
削
中
に
足
場
が
崩
れ
て
落
下
、
頭
を
打
ち
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
が
腿
に
刺
さ
っ
て

動
脈
か
ら
出
血
、
頭
か
ら
の
出
血
に
、
脳
出
血
よ
る
出
血
死
で
救
急
搬
送
さ
れ
る
も
間
に
合
わ
ず
亡
く

な
り
ま
し
た
。

　
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
本
題
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
貴
男
は
貴
女
へ
な
っ
て
直
訳
、
攻
撃
魔
女
の
ス
ト
ラ
イ
ク
ウ
ィ
ッ
チ
ー
ズ
の
世
界
へ
行
っ

て
貰
い
ま
す
。

　
神
様
転
生
と
言
う
我
々
の
都
合
上
転
生
特
典
が
賦
与
さ
れ
ま
す
。

　
先
の
条
件
、
女
性
に
生
ま
れ
る
事
、
ス
ト
ラ
イ
ク
ウ
ィ
ッ
チ
ー
ズ
の
世
界
へ
行
く
事
以
外
で
好
き
な

能
力
を
賦
与
し
ま
す
。

　
質
問
は
都
度
受
け
付
け
ま
す
。」

　「
は
い
!
先
生
」
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　「
は
い
、
貴
男
」

　「
一
つ
目
、
人
型
ア
ラ
ガ
ミ
の
身
体
と
艦
体
を
構
成
す
る
量
の
オ
ラ
ク
ル
細
胞
。

　
二
つ
目
、
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
に
Ｆ
Ｆ
Ｒ
４
１
─
Ｍ
Ｒ
／
Ｍ
Ａ
Ｖ
Ｅ
。

　
三
つ
目
、
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
シ
ノ
ン
の
容
姿
と
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
と
ア
ル
テ
ィ
マ
ラ
テ
ィ
オ
・
ヘ
カ
ー
ト
Ⅱ
と

能
力
。

　
四
つ
目
、
霧
の
艦
隊
全
艦
の
デ
ー
タ
。

　
五
つ
目
、
神
機
。

　
六
つ
目
、
機
体
名
の
メ
イ
ヴ
、
Ａ
Ｉ
名
の
雪
風
を
自
分
の
第
二
第
三
の
人
格
と
し
た
い
。

　
七
つ
目
、
人
格
間
で
相
談
出
来
る
様
に
し
て
欲
し
い
。

　
八
つ
目
、
女
性
と
し
て
お
か
し
く
な
い
話
し
方
や
知
識
。

　
以
上
を
何
処
ま
で
叶
え
ら
れ
ま
す
か
?
」

　「
全
て
叶
え
ま
し
ょ
う
。

　
但
し
、
人
類
敵
対
要
素
は
除
く
。

　
貴
女
は
人
類
の
希
望
と
成
る
の
で
す
。」

　「
分
か
っ
た
。」

　「
以
上
で
よ
ろ
し
い
で
す
ね
?
」

　「
は
い
、
お
願
い
し
ま
す
。」
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　「
で
は
、
転
生
を
始
め
ま
す
」

　
そ
し
て
俺
は
、
女
性
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
事
に
成
っ
た
。

　
こ
の
小
説
は
転
生
オ
リ
主
の
氏
名
、
朝
田
詩
乃
、
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
シ
ノ
ン
が
ス
ト
ラ
イ
ク
ウ
ィ
ッ

チ
ー
ズ
の
世
界
で
大
暴
れ
す
る
物
語
。
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第
二
話
　
気
が
付
い
た
ら
甲
板
で

　　
転
生
が
完
了
す
る
と
其
処
は
、
超
正
規
航
空
母
艦
・
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｉ
（
以
下
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｉ
）
の
甲
板
に

居
た
。

　
そ
の
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｉ
は
オ
リ
主
が
望
ん
だ
【
霧
の
超
正
規
航
空
母
艦
赤
城
】
で
メ
ン
タ
ル
モ
デ
ル
（
蒼

き
鋼
の
ア
ル
ペ
ジ
オ
）
と
艦
娘
（
艦
こ
れ
）
と
Ｋ
Ａ
Ｎ
ー
Ｓ
Ｅ
Ｎ
（
ア
ズ
ー
ル
レ
ー
ン
）
の
三
人
（
三

体
?
）
が
居
て
深
海
棲
艦
航
空
母
艦
ヲ
級
（
艦
こ
れ
）
と
戦
艦
レ
級
（
艦
こ
れ
）
の
二
人
（
二
体
?
）
が

ち
ゃ
っ
か
り
居
た
。

　「
え
?
メ
ン
タ
ル
モ
デ
ル
、
艦
娘
、
Ｋ
Ａ
Ｎ
ー
Ｓ
Ｅ
Ｎ
の
三
人
は
良
い
と
し
て
敵
役
の
ヲ
級
と
レ
級
が

居
る
の
?
私
の
好
み
で
は
あ
る
け
ど
敵
を
近
付
け
る
程
危
機
感
が
無
い
わ
け
で
は
無
い
わ
よ
。」

　「
簡
単
に
説
明
す
る
と
女
神
が
艦
長
（
提
督
）（
マ
ス
タ
ー
）（
ご
主
人
）
の
好
み
を
読
み
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
と
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
安
心
を
。」

　「
そ
っ
か
ぁ
。」

　
私
は
ヲ
級
に
近
付
い
て
…
。

　
ギ
ュ
ー
ッ
と
抱
き
つ
い
た
。

　「
ヲ
。
ご
主
人
、
暖
か
い
。」
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　「
ヲ
級
の
お
っ
ぱ
い
も
柔
ら
か
い
わ
。」

　
レ
級
に
近
付
い
て
…
。

　「
レ
。
ご
主
人
柔
ら
か
い
。
き
ゃ
ん
!
尻
尾
は
駄
目
な
の
!
」

　「
触
っ
ち
ゃ
駄
目
な
の
?
」

　「
…
…
…
何
時
で
も
は
駄
目
。
私
が
暇
な
時
に
気
が
向
い
た
ら
ね
／
／
／
」

　「
分
か
っ
た
わ
。」

　
次
は
艦
娘
に
抱
き
付
い
て
、

　「
赤
城
〜
」

　「
え
?
何
で
す
か
?
」

　「
甘
え
た
か
っ
た
か
ら
抱
き
付
い
た
。」

　「
え
ぇ
。
何
時
で
も
ど
う
ぞ
。」

　
次
は
Ｋ
Ａ
Ｎ
ー
Ｓ
Ｅ
Ｎ
の
尻
尾
に
飛
び
付
く
…
。

　「
モ
フ
モ
フ
〜
♡
」

　「
や
ば
い
!
マ
ス
タ
ー
が
め
っ
ち
ゃ
可
愛
い
」

　
次
は
メ
ン
タ
ル
モ
デ
ル
に
右
手
を
出
し
…
。

　「
よ
ろ
し
く
。
赤
城
（
以
下
ア
カ
ギ
）」

　「
よ
ろ
し
く
。
艦
長
名
前
は
ど
う
呼
べ
ば
良
い
?
」
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　「
シ
ノ
ン
か
シ
ノ
の
ん
っ
て
呼
ん
で
く
れ
る
と
嬉
し
い
。
後
、
私
の
戸
籍
と
今
の
所
属
を
調
べ
て
欲

し
い
。
お
願
い
」

　「
分
か
っ
た
」

　
チ
ッ

　「
名
前
は
朝
田
詩
乃
。
女
性
。
１
９
２
８
年
８
月
２
１
日
。
満
１
３
歳
。
住
所
は
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎

市
赤
羽
根
。
所
属
は
扶
桑
海
軍
遣
欧
艦
隊
第
２
４
航
空
戦
隊
第
２
８
８
航
空
隊
大
尉
。
今
は
５
０
１

統
合
戦
闘
航
空
団
、
ス
ト
ラ
イ
ク
ウ
ィ
ッ
チ
ー
ズ
へ
異
動
で
欧
州
に
向
か
っ
て
る
よ
。
ほ
ら
隣
に
赤

城
。
後
半
日
程
で
到
着
す
る
。」

　
ア
カ
ギ
が
指
し
た
先
に
は
宮
藤
芳
佳
が
甲
板
を
掃
除
し
て
い
る
様
子
が
見
え
る
赤
城
が
航
海
し
て

い
る
。

　「
な
ら
坂
本
少
佐
の
訓
練
飛
行
と
ネ
ウ
ロ
イ
の
襲
撃
が
す
ぐ
だ
な
、
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
準

備
を
進
め
る
。」

　「
了
解
」

　
す
る
と
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｉ
の
格
納
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
私
の
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
、
Ｆ
Ｆ
Ｒ
４
１
─
Ｍ
Ｒ
／
Ｍ
Ａ

Ｖ
Ｅ
雪
風
を
載
せ
て
上
が
っ
て
き
た
。

　
メ
イ
ヴ
雪
風
の
エ
ン
ジ
ン
を
起
動
し
て
暖
気
運
転
を
行
い
、
何
時
で
も
出
撃
出
来
る
様
に
準
備
を
整

え
る
。
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す
る
と
通
信
が
坂
本
少
佐
か
ら
入
る
。

　『
朝
田
大
尉
。
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
の
エ
ン
ジ
ン
を
暖
め
て
い
る
様
だ
が
、
こ
れ
か
ら
私
は
飛
行
訓
練
す

る
が
、
混
ざ
る
か
?
』

　『
腕
が
鈍
っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
参
加
し
た
い
で
す
。』

　『
分
か
っ
た
。
坂
本
美
緒
!
朝
田
大
尉
と
共
に
飛
行
訓
練
を
開
始
す
る
。』
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